
平成29年度 新規採択要望箇所の概要 

１．事業概要 

 

 

 

 

 

 

 

 
２．事業の必要性 

・本地区は、大正初期に10アール区画に整備されているが、小区画で機械作業の効率が悪
く、農道の幅員も狭いため、農作物及び資材の運搬等に苦慮しており、効率的な農作業を行
うための妨げとなっている。また、用排水路のほとんどが土水路となっており、水管理や維持
管理に多大な労力を要している。 

・このため、効率的な営農の基盤を整備することにより、 ①集落営農組織の法人化と担い手

への農地集積・集約化、②大型農業機械の導入や水稲直播栽培、黒米や多収性品種「みつ
ひかり」の作付による作期分散等により、米の生産コスト削減や更なる単収増、③暗渠排水
による汎用化や作付の団地化とともに、排水対策や土づくりを徹底し、大豆・大麦の収量・品
質向上、④経営の安定化を図りつつ、基盤強化の観点から、園芸作物（白ねぎ、さといも）の
導入による経営の複合化・多角化に向けて取り組むものである。 
【現況10a(50m×20m)区画→計画１ha(100m×100m)区画】 
 
３．事業の適切性（事業規模、区間など） 
・水橋田伏ほか３集落が事業実施を契機として、農地集積に向けた検討や整備内容のとりま
とめなど、話し合いによる合意形成を地区一体となって進めてきている。 

・農地の大区画化等の整備と経営体の育成・支援を一体的に実施し、農地集積の加速化や
農業経営の安定化に資する。［新たな担い手（１法人）の育成］ 

・農地中間管理事業との連携により、担い手への農地集積率（現在8.2%）を93.8%へ引き上
げる目標としている。（県全体H27末： 56.0%、富山市32.6%） 
 
４．事業の投資効果 
・費用便益比（B/C)  １．３０ 
  ※作物生産、営農経費節減による便益 

〈その他の費用便益として表せない効果〉 
・農業生産法人設立による農業経営の安定化 
・耕作放棄の発生防止 

 
５．推進体制 
・富山市、上条用水土地改良区から要望あり。 

・上条中部地区事業推進協議会（H26.10設立）、上条用水土地改良区、富山市、 

ＪＡなのはな、県農林振興センターが連携し、事業推進と営農支援を図る。 

事 業 名 農地整備事業（ほ場整備） 

事 業 箇 所 上条中部地区（富山市水橋田伏ほか地内） 

事 業 量 受益面積 51.0ha 

事 業 内 容 区画整理（大区画化）51.0ha、暗渠排水20.6ha 

総 事 業 費 14億円 

予 定 工 期 平成29年度～平成37年度 

３
号
上
屋 

上条中部地区 

Ａ＝51.0ha 

農地整備事業（ほ場整備） 上条中部地区 計画平面図 

担い手の経営農地は
分散し、限定的 

農 地 集 積 状 況 図 （ 現 況 ）  

農 地 集 積 状 況 図 （ 計 画 ）  

○担い手への農地利用集積 

事業実施前＜中型機械＞ 

30馬力 60馬力 ６条 

○ほ場面積割合（計画） 

事業実施前ｲﾒｰｼﾞ 

事業実施後ｲﾒｰｼﾞ 

３条 

77.5% 

※現況は30a未満100% 

約11倍に拡大 

上条中部地区 

新たな担い手（１法人）
が育成され、経営農地
は増加し、集約化 

個人経営農家

(農)グリーンパワーなのはな

(農)アスナロ小出

個人経営農家

(農)グリーンパワーなのはな

(農)アスナロ小出

新 (農)上中営農

事業実施後ｲﾒー ｼ゙＜大型機械＞ 

田の排水不良状況 

用排水 
兼用水路 

幅員の狭い農道 

舟 橋 村 

富 山 市 
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平成29年度 新規採択要望箇所の概要 

１．事業概要 

 

 

 

 

 

 

 

 
２．事業の必要性 

・本地区は、昭和30年代に耕地整理事業により10アール区画に整備されているが、小区画
で機械作業の効率が悪く、農道の幅員も狭いため、農作物及び資材の運搬等に苦慮してお
り、効率的な農作業を行うための妨げとなっている。また、用排水路のほとんどが土水路と
なっており、水管理や維持管理に多大な労力を要している。 

・このため、効率的な営農の基盤を整備することにより、 ①新たな農地所有適格法人の設立

と担い手への農地集積・集約化、②大型農業機械の導入、水稲直播栽培や肥料・農薬の大
口取引き等による米の生産コスト削減、③暗渠排水による汎用化や作付の団地化とともに、
排水対策や土づくりを徹底し、大麦の収量・品質向上、④経営の安定化を図りつつ、体質強
化の観点から、１億円産地づくり戦略品目のにんじんの導入による経営の複合化・多角化に
向けて取り組むものである。【現況10a(58m×18m)区画→計画１ha(100m×100m)区画】 
 
３．事業の適切性（事業規模、区間など） 
・婦中町小長沢集落が事業実施を契機として、農地集積に向けた検討や整備内容のとりまと
めなど、話し合いによる合意形成を地区一体となって進めてきている。 

・農地の大区画化等の整備と経営体の育成・支援を一体的に実施し、農地集積の加速化や
農業経営の安定化に資する。［新たな担い手（１法人）の育成と既存法人の新規参入］ 

・農地中間管理事業との連携により、担い手への農地集積率（現在1.2%）を100%へ引き上げ
る目標としている。（県全体H27末： 56.0%、富山市32.6%） 
 
４．事業の投資効果 
・費用便益比（B/C)  １．２３ 
  ※作物生産、営農経費節減による便益 
〈その他の費用便益として表せない効果〉 

・農業生産法人設立による農業経営の安定化 
・耕作放棄の発生防止 
 

５．推進体制 
・富山市、婦負郡藤ヶ池土地改良区から要望あり。 

・小長沢営農ほ場整備委員会（H26.11設立）、婦負郡藤ヶ池土地改良区、富山市、 

ＪＡあおば、県農林振興センターが連携し、事業推進と営農支援を図る。 

事 業 名 農地整備事業（ほ場整備） 

事 業 箇 所 小長沢地区（富山市婦中町小長沢地内） 

事 業 量 受益面積 40.5ha 

事 業 内 容 区画整理（大区画化）40.5ha、暗渠排水40.5ha 

総 事 業 費 12億円 

予 定 工 期 平成29年度～平成37年度 

３
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上
屋 

小長沢地区 

Ａ＝40.5ha 

農地整備事業（ほ場整備） 小長沢地区 計画平面図 

担い手の経営農地は
分散し、限定的 

農 地 集 積 状 況 図 （ 現 況 ）  

農 地 集 積 状 況 図 （ 計 画 ）  

○担い手への農地利用集積 

事業実施後ｲﾒー ｼ゙＜大型機械＞ 

○ほ場面積割合（計画） 

事業実施前ｲﾒｰｼﾞ 

事業実施後ｲﾒｰｼﾞ 県立しらとり 
支 援 学 校 

79.3% 

※現況は30a未満100% 

約81倍に拡大 

新たな担い手（２法人）
が育成され、経営農地
は増加し、集約化 

2m 

幅員の狭い農道 

土水路 

個人経営農家

(認農)数井俊昭

参 (有)土遊野

新 (農)小長沢営農組合(仮)

水はけが悪く、軟弱な水田 

事業実施前＜中型機械＞ 

富山大 
（医・薬） 

60馬力 ６条 30馬力 ３条 
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平成29年度 新規採択要望箇所の概要 

１．事業概要 

 

 

 

 

 

 

 

２．事業の必要性 

・本地区は、昭和10年代から昭和40年代にかけて県営かんがい排水事業等により造成。 

・近年の都市化の進展による排水の流出形態の変化（排水量の増加）に起因して、現況の農

業用用排水施設の機能が低下し、広範囲にわたり農作物、農地、農業用施設等に多大な被
害が度々発生している。 

・このため、国営事業及び附帯県営事業（一期～四期）により、農業用用排水施設の流下能
力を確保するなど排水機能を回復し、農地の湛水、農業用用排水施設等の被害を防止する
ことにより、農業生産の維持及び農業経営の安定化を図り、併せて国土の保全に資すること
を目的としている。 
 

３．事業の適切性（事業規模、区間など） 

・三期地区の計画路線については、早期の効果発現が期待できる路線を選定した。 

 ① 国営路線完了にあわせて連結することにより効果を発現する路線 

 ② 一期地区、二期地区等の路線と連結することにより効果を発現する路線 

 ③ 他事業との調整・連携により効果を発現する路線 
 

４．事業の投資効果 

・費用対便益比（B/C)  ５．１８ 

  ※作物生産、営農経費節減、維持管理費節減、災害防止、景観・環境保全による便益 
 

５．推進体制 

・「庄川左岸地区用排水対策促進協議会」を設立し、地元住民や関係機関との調整、国への
施策提案等を行なっている。 
 

６．庄川左岸地区全体概要 

 

事 業 名 農村地域防災減災事業（国営附帯） 

事 業 箇 所 庄川左岸三期地区（砺波市、高岡市、小矢部市、南砺市） 

事 業 量 受益面積 6,212ha 

事 業 内 容 排水路 8.0km、洪水調整池 2箇所、水管理システム 

総 事 業 費 57億円 

予 定 工 期 平成29年度～平成35年度 

高 岡 市 

整備前 

庄川左岸三期地区 

 西新又口用水路 砺波市小杉地内 

 海尻川 砺波市鷹栖地内 茶ノ木川 小矢部市鷲島地内 

上黒石川調整池 

海尻川調整池 
 
水管理システム  

庄川左岸三期 事業量 

柳瀬口用水路     
舟戸口用水路      
西新又口用水路 
若林口用水路      
上黒石川排水路    
海尻川排水路     
四ヶ村用排水路   
茶ノ木川          

延長計 

1,049 m 
 494 m 
960 m 
630 m 
580 m 

1,690 m 
1,705 m 

906 m 

8,014 m 

１箇所 

１箇所 
 

１式 

溢 水 被 害 状 況  

整 備 状 況  

舟戸口用水路 砺波市千保地内 

整備後 

狐島用水路（一期地区） 

南 砺 市 

小矢部市 

農村地域防災減災事業（国営附帯） 庄川左岸三期地区 計画平面図 

新又口用調整池（一期地区） 

総事業費
H28まで
進捗率

工 期 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

270億円 84.1% H21～29

「庄川左岸一期地区」 59億円 100.0% H22～28

「庄川左岸二期地区」 67億円 84.5% H24～30

「庄川左岸三期地区」 57億円 － H29～35

「庄川左岸四期地区」 47億円 － H31～35

計 230億円 50.0% －

附
帯
県
営

地　区　名

国営総合農地防災事業
「庄川左岸地区」

狐島調整池洪水流入状況 

   平成25年8月23日 
   24時間雨量134.5mm 
   最大時間雨量33mm 

狐島調整池（一期地区） 
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